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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給気送風機により室外側吸込口から室外空気を吸込み、熱交換器の給気熱交換通路を通
して室内側吹出口から室内に給気する給気路と、排気送風機により室内側吸込口から室内
空気を吸込み、前記熱交換器の排気熱交換通路を通して室外側吹出口から室外に排気する
排気路と、が直方体のケーシング内に形成された熱交換換気装置において、
　前記給気送風機の一面のみを、前記ケーシングの一面にねじ固定し、前記給気送風機の
他の面を、前記給気送風機を収容するとともに前記給気路の一部を構成する一体成型され
た吸気チャンバーの内面で接触支持したことを特徴とする熱交換換気装置。
【請求項２】
　給気送風機により室外側吸込口から室外空気を吸込み、熱交換器の給気熱交換通路を通
して室内側吹出口から室内に給気する給気路と、排気送風機により室内側吸込口から室内
空気を吸込み、前記熱交換器の排気熱交換通路を通して室外側吹出口から室外に排気する
排気路と、が直方体のケーシング内に形成された熱交換換気装置において、
　前記排気送風機の一面のみを、前記ケーシングの一面にねじ固定し、前記排気送風機の
他の面を、前記排気送風機を収容するとともに前記排気路の一部を構成する一体成型され
た排気チャンバーの内面で接触支持したことを特徴とする熱交換換気装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、熱交換器を介して給気と排気との間で熱交換を行なう熱交換換気装置に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、六面体に構成されたケーシングに内蔵された積層型で六面体の熱交換器の一方の
流体通路によって経路の一部が構成され、送風機により室外から室内へ向う空気流を通す
給気通風路と、この給気通風路に対して全経路にわたり独立し、前記熱交換器の他方の流
体通路で経路の一部が構成され、送風機により室内から室外へ向う空気流を通す排気通風
路とを備えた熱交換換気装置であって、その熱交換器を一方の流体通路と他方の流体通路
とが略水平方向と略垂直方向の向きで交差するように前記ケーシングに配置し、その熱交
換器の前記流体通路が臨まない両小口の一方側に給気流を形成する前記送風機を配設し、
他方側に排気流を形成する前記送風機を配設し、前記給気通風路の出口端である室内側吹
出口と、前記排気通路の入口端である室内側吸込口とを前記熱交換器の一方の流体通路の
開口する面が臨む前記ケーシングの下面に分離して構成し、このケーシングにおける前記
熱交換器の前記給気通風路を構成する流体通路の出口側が臨む一側面に空気質を改善する
ための機能ユニットを前記ケーシング内の前記給気通風路に取付け得る窓口を開閉可能に
設けた熱交換換気装置が開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　上記の送風機は、六面体に構成されたケーシングの三つの面又は二つの面にねじ固定さ
れている。一般的に、ケーシング内で送風機を固定するには、運転時の振動抑制、輸送時
の踊り抑制、落下等の衝撃からの保護等を目的として、強度が高いケーシング自体へ取付
固定している。
【０００４】
【特許文献１】特許第３９０３８４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、熱交換換気装置は、空気漏れを極力少なくするために、通風路を構成す
る各ケーシング部品間にシール材を挿入する必要があるが、シール材を挿入する箇所が多
く、組立性及びメンテナンス性が悪い、という問題がある。
【０００６】
　また、送風機を継目のない成型部品に収容して空気漏れを防ぐこともできるが、送風機
を、ケーシングの複数の面にねじ固定するには、成型部品を貫通するねじでケーシングに
固定することになり、結局、その部分の空気漏れ対策が必要となる、という問題がある。
【０００７】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、給気、排気風路間の空気漏れが発生し
難く、組立性及びメンテナンス性がよく、低コストな熱交換換気装置を得ることを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、給気送風機により室外側吸
込口から室外空気を吸込み、熱交換器の給気熱交換通路を通して室内側吹出口から室内に
給気する給気路と、排気送風機により室内側吸込口から室内空気を吸込み、前記熱交換器
の排気熱交換通路を通して室外側吹出口から室外に排気する排気路と、が直方体のケーシ
ング内に形成された熱交換換気装置において、前記給気送風機の一面のみを、前記ケーシ
ングの一面にねじ固定し、前記給気送風機の他の面を、前記給気送風機を収容するととも
に前記給気路の一部を構成する一体成型された吸気チャンバーの内面で接触支持したこと
を特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
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　本発明にかかる熱交換換気装置は、給気、排気風路間の空気漏れが発生し難く、組立性
及びメンテナンス性がよく、低コストである、という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明にかかる熱交換換気装置の実施の形態の内部の通風状態を示す斜
視図である。
【図２】図２は、実施の形態の室外側仕切部材の斜視図である。
【図３】図３は、実施の形態の室外側仕切部材の図２とは異なる方向の斜視図である。
【図４】図４は、実施の形態の熱交換換気装置の給気送風機組込み前の内部を示す斜視図
である。
【図５】図５は、実施の形態の熱交換換気装置の給気送風機組込み後の内部を示す斜視図
である。
【図６】図６は、実施の形態の熱交換換気装置の給気送風機を示す上方斜視図である。
【図７】図７は、実施の形態の熱交換換気装置の給気送風機を示す下方斜視図である。
【図８】図８は、実施の形態の熱交換換気装置の外観を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００１１】
　１１　熱交換器
　１１ａ　給気熱交換通路
　１１ｂ　排気熱交換通路
　１２ａ　給気フィルタ
　１２ｂ　排気フィルタ
　１３　ケーシング
　１３ａ　室外側側板
　１３ｂ　室内側側板
　１４　室内側仕切部材
　１５　室外側仕切部材
　１５ａ　先端エッジ部
　１５ｂ　吸気チャンバー
　１５ｃ　吹出しチャンバー
　１５ｄ　チャンバー吹出口
　１５ｅ　凹曲面
　１５ｆ　一側部
　１５ｇ　凸曲面
　１５ｈ　溜り部
　１５ｉ　出口部
　１５ｓ　整流板
　１６　給気送風機
　１６ａ　送風ファン
　１６ｂ　モータ
　１６ｃ　ファンケーシング
　１６ｄ　保持枠
　１６ｅ　取付ベース
　１６ｆ、１６ｇ　懸垂腕
　１６ｈ、１６ｉ　取付フランジ
　１６ｊ　ねじ穴
　１６ｍ　下フランジ
　１６ｎ　側面
　１６ｓ　ねじ
　１７　排気送風機
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　２１　室外側吸込口
　２２　給気路
　２３　室内側吹出口
　２５　室内側吸込口
　２６　排気路
　２７　室外側吹出口
　３１　メンテナンスパネル
　３３　天板
　９０　熱交換換気装置
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下に、本発明にかかる熱交換換気装置の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する
。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００１３】
実施の形態
　図１は、本発明にかかる熱交換換気装置の実施の形態の内部の通風状態を示す斜視図で
あり、図２は、実施の形態の室外側仕切部材の斜視図であり、図３は、実施の形態の室外
側仕切部材の図２とは異なる方向の斜視図である。
【００１４】
　図１～図３に示すように、実施の形態の熱交換換気装置９０は、室外空気対室内空気の
熱交換を行う熱交換器１１が、直方体箱形に形成されたケーシング１３内に設置され、同
時給排気により、熱交換を行いながら室内の換気を行う。
【００１５】
　熱交換換気装置９０には、給気送風機１６により室外側吸込口２１から室外空気（ＯＡ
：Ｏｕｔｄｏｏｒ　Ａｉｒ）を吸込み、熱交換器１１の給気熱交換通路１１ａを通して室
内側吹出口２３から室内に給気（ＳＡ：Ｓｕｐｐｌｙ　Ａｉｒ）する給気路２２と、排気
送風機１７により室内側吸込口２５から室内空気（ＲＡ：Ｒｅｔｕｒｎ　Ａｉｒ)を吸込
み、熱交換器１１の排気熱交換通路１１ｂを通して室外側吹出口２７から室外に排気（Ｅ
Ａ：Ｅｘｈａｕｓｔ　Ａｉｒ）する排気路２６と、が形成されている。給気熱交換通路１
１ａの入口には、給気フィルタ１２ａが設置され、排気熱交換通路１１ｂの入口には、排
気フィルタ１２ｂ（図４参照）が設置されている。
【００１６】
　ケーシング１３内に、熱交換器１１、室内側仕切部材１４、室外側仕切部材１５、給気
送風機１６及び排気送風機１７を設置することにより、給気路２２と排気路２６が形成さ
れる。給気送風機１６は、ケーシング１３の室外側左隅に設置され、排気送風機１７は、
室外側右隅に設置されている。これらの機器を設置後に、ケーシング１３の室外寄り（送
風機設置側）を天板３３でカバーし、室内寄り（熱交換器１１設置側）をメンテナンスパ
ネル３１でカバーする。
【００１７】
　四角柱状に形成された熱交換器１１は、ケーシング１３内の室内側側板１３ｂ寄りに、
室内側側板１３ｂと平行に、ケーシング１３の略全幅に亘って設置され、四角の下側角部
をケーシング１３の底板に当接させ、下側角部の対角の上側角部をケーシング１３の室内
寄りをカバーするメンテナンスパネル３１に当接させる。また、熱交換器１１の室内側角
部を室内側仕切部材１４に当接させ、室外側角部を室外側仕切部材１５の先端エッジ部１
５ａ（図２、３参照）に当接させている。
【００１８】
　給気路２２は、ケーシング１３の室外側側板１３ａに設けられた室外側吸込口２１→給
気送風機１６内→室外側仕切部材１５の上側→給気フィルタ１２ａ→給気熱交換通路１１
ａ→室内側仕切部材１４の下側→室内側側板１３ｂに設けられた室内側吹出口２３を経由
する通風路として形成される。



(5) JP 5073096 B2 2012.11.14

10

20

30

40

50

【００１９】
　一方、排気路２６は、ケーシング１３の室内側側板１３ｂに設けられた室内側吸込口２
５→室内側仕切部材１４の側方→排気フィルタ１２ｂ→排気熱交換通路１１ｂ→室外側仕
切部材１５の下側→排気送風機１７内→ケーシング１３の室外側側板１３ａに設けられた
室外側吹出口２７を経由する通風路として形成される。
【００２０】
　図２及び図３に示すように、発泡スチロール等で樹脂一体成型された室外側仕切部材１
５の上側には、ケーシング１３の室外側左隅に配置され、給気送風機１６を収容するとと
もに、室外側吸込口２１から吸込まれた外気を給気送風機１６に供給する吸気チャンバー
１５ｂと、給気送風機１６から吹出された外気を熱交換器１１に供給する吹出しチャンバ
ー１５ｃと、給気送風機１６の吹出口を吹出しチャンバー１５ｃに連通するチャンバー吹
出口１５ｄが形成されている。吸気チャンバー１５ｂ及び吹出しチャンバー１５ｃは、樹
脂一体成型されており、継ぎ目がなく、気密性が高い。
【００２１】
　吹出しチャンバー１５ｃは、給気送風機１６と排気送風機１７の間のケーシング１３の
中央に配置され、室外側（奥部）が閉塞され、熱交換器１１に向かってベルマウス状に拡
幅する出口部１５ｉを有している。チャンバー吹出口１５ｄは、吹出しチャンバー１５ｃ
の閉塞された奥部の一側部に設けられ、奥部の他側部（壁部）は凹曲面１５ｅとなってい
る。吹出しチャンバー１５ｃの出口部１５ｉ側の一側部（壁部）１５ｆは、図２の左側へ
拡幅し、他側部（壁部）は、奥部の凹曲面１５ｅに滑らかに連続して図２の右側へ大きく
拡幅する凸曲面１５ｇとなっている。吹出しチャンバー１５ｃの奥部は、吹出された空気
の溜り部１５ｈとなる。
【００２２】
　チャンバー吹出口１５ｄから吹出された空気は、吹出しチャンバー１５ｃの奥部の凹曲
面１５ｅに当たり、奥部の溜り部１５ｈに蓄えられるとともに、熱交換器１１方向へ向け
られ、風路断面積が拡大する出口部１５ｉのベルマウス形状により動圧から静圧に変換さ
れ、熱交換器１１の全長に亘り入口部の風速分布が均一化される。これにより、熱交換器
１１の熱交換効率を向上させることができる。また、熱交換器１１の給気熱交換通路１１
ａの風速分布が均一化されて最大風速が低下し、運転音が軽減される。
【００２３】
　次に、図４～図８を参照して実施の形態の給気送風機の取付構造について説明する。図
４は、実施の形態の熱交換換気装置の給気送風機組込み前の内部を示す斜視図であり、図
５は、実施の形態の熱交換換気装置の給気送風機組込み後の内部を示す斜視図であり、図
６は、実施の形態の熱交換換気装置の給気送風機を示す上方斜視図であり、図７は、実施
の形態の熱交換換気装置の給気送風機を示す下方斜視図であり、図８は、実施の形態の熱
交換換気装置の外観を示す斜視図である。
【００２４】
　熱交換換気装置９０を組立てるときは、図４に示すように、まず先に、室内側仕切部材
１４、熱交換器１１、給気フィルタ１２ａ、排気フィルタ１２ｂ、室外側仕切部材１５、
パンチングメタル１８及び排気送風機１７をケーシング１３内に組付け、図５に示すよう
に、最後に、給気送風機１６を、室外側仕切部材１５の吸気チャンバー１５ｂ内に収容、
設置する。
【００２５】
　図６及び図７に示すように、給気送風機１６は、送風ファン１６ａと、送風ファン１６
ａを駆動するモータ１６ｂと、送風ファン１６ａを収容するファンケーシング１６ｃと、
ファンケーシング１６ｃの保持枠１６ｄと、ファンケーシング１６ｃ及び保持枠１６ｄに
固定されモータ１６ｂを支持する取付ベース１６ｅと、を備えている。保持枠１６ｄ及び
取付ベース１６ｅは、板金製である。
【００２６】
　取付ベース１６ｅは、二つの懸垂腕１６ｆ、１６ｇを有し、懸垂腕１６ｆ、１６ｇの上
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１６ｉには、夫々二つのねじ穴１６ｊが設けられている。
【００２７】
　図５～図８に示すように、室外側仕切部材１５の吸気チャンバー１５ｂ内に収容、設置
された給気送風機１６は、取付フランジ１６ｈのねじ穴１６ｊに、ケーシング１３の上フ
ランジ１３ｆ及び天板３３のねじ通し孔を通してねじ１６ｓがねじ込まれ、上フランジ１
３ｆ及び天板３３にねじ固定され、取付フランジ１６ｉのねじ穴１６ｊに、天板３３のね
じ通し孔を通してねじ１６ｓがねじ込まれ、天板３３にねじ固定される。給気送風機１６
がねじ固定されるのは、上フランジ１３ｆ及び天板３３からなる天面のみである。給気送
風機１６は、ケーシング１３の天面から吊下げられ、給気送風機１６の取付フランジ１６
ｈ、１６ｉの面以外の５面（前後左右の面及び下面）は、吸気チャンバー１５ｂの内面に
接触し、吸気チャンバー１５ｂにより保持されている。
【００２８】
　実施の形態の熱交換換気装置９０は、主として、戸建住宅の屋根裏に設置され、設置形
態は、横置き設置（図８に示す状態）の場合と縦置き設置（図８に示す状態から９０°回
転された状態）の場合がある。横置き設置の場合には、給気送風機１３の保持枠１６ｄの
下フランジ１６ｍが、吸気チャンバー１５ｂの底面に接触支持され、縦置き設置の場合に
は、保持枠１６ｄの側面１６ｎが、吸気チャンバー１５ｂの側面に接触支持される。
【００２９】
　上述したように、給気送風機１６の取付フランジ１６ｈ、１６ｉの面以外の５面が、吸
気チャンバー１５ｂの内面に接触し、吸気チャンバー１５ｂにより保持されているので、
給気送風機１６は、何れの方向にも移動することはなく、製造組立時やメンテナンス時に
ねじ穴１６ｊが位置ずれすることはない。
【００３０】
　給気送風機１６のねじ固定面が、ケーシング１３の一面（天面）のみであるため、シー
ル材を挿入する等の空気漏れ対策は、ケーシング１３の一面（天面）のみを行えばよく、
従来のものに比べ、製作性及びメンテナンス性において優れ、低コストである。
【００３１】
　また、このような給気送風機１６の取付構造を採用したことにより、給気送風機１６を
ケーシング１３の複数の面にねじ止めするために、吸気チャンバー１５ｂ（室外側仕切部
材１５）を分割する必要がなくなり、気密性の高い一体構造とすることができる。また、
給気路２２の気密性が高く、給気路２２から排気路２６への空気漏れが少ない。
【００３２】
　なお、以上説明した、熱交換換気装置９０は、給気送風機１６及び給気路２２と、排気
送風機１７及び排気路２６とを、逆にしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３３】
　以上のように、本発明にかかる熱交換換気装置は、戸建住宅の屋根裏に設置され、横置
き設置又は縦置き設置される熱交換換気装置として有用である。
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